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日本語ワードプロセッサと方式
Word Processing SYStem forJapaneseText

オフィスオ【トメ【ションへの其朋寺が高まり,日本語ワードプロセッサの製品発

表が相二大し､でいる｡このような状況に対処し,かつ日立コンピュータシステムから

の移行性を確保するため,現在,四つのタイプの日本語ワl--ドプロセッシングシス

テムを開発している｡

本報告では,これら4システムの機能概要,r･享日発のねらい,特長についてまず述

べる｡次に,各システム間の文書データ交換の考え方と方式を述べる中で,今後の

方向について考察した｡それによれば,今までに開発してきた文書処≡哩をベースに.

四則演算とか,データベース〈､の入出力とかを含むデ【タ処理とのより高二大の融合,

図表を含む多様な｢文書の処理,及び‾史書データ交換機能の充実が必要である｡

□ 緒 言

従来,我が国での文書作成は,主に手書きによって行なわ

れ,機1滅による作成は,専門業である新聞社,出版社,ある

いはタイプを専F-【一業とする企業に限られてし､た｡日立製作所

でも,当初はi莫rFプリンタ開発をベースに,日本語ドキュメ

ント編集処理システムを個別アプリケーションとして開発し,

サポートしてきた｡昭和55年1月,日立i莫宇情報処理システ

ム"KEIS''(KanjiProcessingExtendedInformation System)

が発表され,この体系の中で,バッチ処王翌形の‾史書編集印刷

プログラムがユーザーに提供されてきた｡

--一一方,この時期からOA(オフィスオートメーション)の一一環

として文書処理の機械化のニーズが高まり,社外で日本語ワ

ードプロセッサの製品発表が相次いだ｡この二状況に糾し日東

製作所では,文書処‡里とデータ処理の有機的結合,システム

の操作件の確保,低価格化及び従来のコンビュⅥタンステム

からのスムーズな移行を考慮して,各種のWP(日本語ワード

プロセソシングシステム)を開発することとした｡二れらは,

KEISでの対話形文書処王翌システムとして位置づけされ,オ

フィス業務の総(ナ的な機械化の中核装帯となるものである｡

以下に,日立製作所でのWPの概要と特長,文吉データ交換

の考え方とその方式及び今後の一方l〔小二ついて述べる｡

何 日立製作所での日本語ワードプロセッシングシステ

ムの概要と特長

U二在製作一軒でのWPは,二呪木工以下のPtlつのタイプのものを

開発している｡

(1)WP専用機:ワードパル20

(2)オフィスコンピュータ十WP:HITAC L-320/30H,50H

WP

(3)汎用オンライン端末＋WP:T-560/20WP

(4)ホストコンビュ【タサポート形WP:DEDIT/DRUNOFF

(Document Editor/DocuInent Runoff:汎用コンピュータ用

の‾文書処理プログラム)

以上のシステムの概要を表1に示す｡

また,各システムの開発のねらいと主な特長を以下の各節

で述べる｡

絹川 博之*

佐々木道甫**

山之内 誠***

佐谷 勲****

柏木貞一*****

上原徹三******

2.1 ワードパル20

2.1.1 開発のねらい

ワードパル201)は事務所,

〟よγ05んJ∬J花祉ん∂げα

〃JcんJ′05/l才 5αざαんJ

〟αんoJo yαmα几0〟Cんg

Jざα0 5αfαれg

reノ～cんJ斤α5んgぴαg∫

7'e′g〟Z∂ Ueんαγα

商社,金融機1乳 牛校,′打公庁,

印刷業など広範囲な分野での‾文吉作成業務を合判与化する道とし

とLて,下記をねらいとして】三日発した｡

(1)スタンドアロン形ク)小形専用機であり､噂入しやすし-｡

(2)初心者から熟練者まで広範囲の人に利鞘できる｡

(3)機能と操作惟を重視し使いやすい｡

(4)四則演算, 簡易棒グラフ作成,通信機能への拡張性

をも っている｡

2.1.2 特 長

ワードパル20は, 入力方式により タブレット形と2ウ

ェイキーボード形2)の2機種(図1参照)があり,ユ【ザ【は二

【ズに過した機種を選択することができる｡五十吉順に配置

した盤面の文キニをタッチペンで入力するi英字タブレット形は,

図l ワードパル20の外観 写真上が漢字タブレット形,下が2ウェイ

キーボード形である｡

*

日立製作所システム開発研究所
**

日立製作所多官冒工場
***

日立製作所旭工場
****

日立製作所神奈川工場
*****

日立製作所ソフトウェア工場
******

日立製作所中央研究所
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表l日立における日本語ワードプロセッシングシステム機能一覧表 日立製作所での日本語ワードプロセッシングシステムの機能について,共通

的にサポートしている項目と個別サポートLている項目とに分けて比較した｡

項 目 共通サポート項目
個 別 サ ポ ー

ト 特 記 項 目

ワードノヾル20 +-320/H WP T-560/20 WP DED=‾/DRUNOFF

種 別 WP専用機 オフィスコンピュータ＋WP 汎用オンライン端末十WP
ホストコンピュータサボー

卜型WP

入 力 方 式

)実字タブレット形 タイプライタ配列 キ】ボード キーボード
】盤面登董蔓外字入力 キーボード(WP兼用タイプ) 字種指定形仮名テ実字変換 文節指定形仮名;実字変換
2ウェイキーボード形

､文節指定形仮名〉莫李白動 漢字字単位入力(音訓) ローマ字入力.字種指定可
■

表示選択方式 変換 略語入力
･文章引用入力,マクロ機能

2ストローク連想コード ローマ字入力.字種指定可 セー`7/リコール 略語入力,固有名言司入力
入力 )実字字単位入力(音訓) コード入力,複写 複写

.ローマ字入力

一

緒語入力,固有名詞入力 ;実字タブレット形
両形共通

F…三三諾蓋完
セーブ/リコール

コード入力,差込指定

･複写

(クラスタ形のみ)

編集･校正

追加.削除,挿入,訂正 文書/書式事前指定 文書/書式事前指定 文書/書式事前指定 文字サイズ変更
移動,探索,下線 倍角,枠空け 倍角,枠空け 倍角,枠空け 行ピッチ変更
そろえ(センタリンク1右寄せ) デシマル･タブ,字削除 切ばり,罫線 切ばり,罫線 ページ呼出し
フォーマット

(タブ,インデントマージン)
罫線(移動可)切ばり
字/行ピッチ変更

ペ…ジ呼出L ページ呼出L

印刷

字体/文字数

外部ファイル

i実字プリンタ

その他特長

文書印刷.ぺ一ジ印刷

明朝体24×24ドット

差込印刷,袋とじ印刷

複数文書連続印刷

+lS:6′802字

差込印刷.袋とじ印刷

KEIS:6′923字

差込印刷,袋とじ印刷

KEJS:6′923字

(共通サポートに同じ〉

KEIS:6.923字
+lS第l,第2水準の漢字, JIS以外:57字 (+1S含む)

フロッピーディスク×4

(+lS含む) (+lS含む)

磁気ディスク装置

端末漢字プリンタ

(インクジェット)

H-8172,H-8196

)実字プリンタ

セッション辞書サポートに

非)英字

ワイヤドットプリンタ

(カット紙)

ユーザー作成文字

ミニフロッピーテ}ィスク×2

半角文字:127種

クラスタ形のみ:

l′000字追加可

フロッピーディスク

(320kバイト/枚〉 (lMバイト/枚) =Mバイト)
A4約80ページ/枚

(共通サポートに同じ)

音声読合せ機能

A4約250ページ/枚

ディスク装置

(8インチディスク)

連続紙可

クラスタ形構成

A4約80ページ/枚

(誌芸言ノ㌍男怠)
クラスタ形のみ

連未完紙可

スタンドアロン形/
編集と印刷の並行処理 編集と印刷の並行処理 クラスタ形構成

オンラインデータの文書へ

の受ユ度し可

よる入力効率向上

注:略語説明 KEIS(日立漢字情報処理システム),DEDIT(Document Edit即),DRUNOFF(DocumenlRu.1｡ff)

だれでも簡単に使え,キ【ボードを使用して仮名漢字変換

(又はローマ字漢字変換)としての表示選択方式と,仮名2文

字の組合せで漢字をユニ【クに表現する連想(2ストローク)

‾方式を併用できる2ウェイキーボード形は,袖ノL､省から熟練

者まで広範囲な層に適している｡

この2機種は入力方式の相違に起因する部分を除き,ハー

ドウェア,ソフトウェア共に共用化を図っており,文書フロ

ッピーの互換一性があり,編集･校正,印刷,蓄積などの基本

的な文吉作成機能をすべて網羅している｡また,日立製品内

での操作法の統一,自動罫線及び罫線移動機能,文書の途中

で文`稲】隔･行間隔を変更する機能,文字パターン作成機能,

自動給紙機構による連続印刷機能,編集･校正と印刷の並行

処理機能などの特長をもち,操作性,文書の質及びシステム

稼動率の向Lを図ってし､る｡

2.2 ト‖TAC L-320/30H,50H文書処理機能

2.2.1 開発のねらい

HITAC L-320/30H,50H(以下,L-320/Hと略す｡)システ

ムの漢字処理とマルチワークステーションの機能を最大限に

利用し,｢オフィスコンピュータの上でWPの機能をも実現で

きないか｡+という要望を実現したのか,L-320/H文書処理機

能である｡オフィスコンピュータとしてのデ【タ処理と専用

WPとしての文書作成を1台の装置で処理できる｡また,こ

の両機能を共存させることにより,データ処理と文書処理の
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データを相互に交換利用したり,ホストコンピュータと文書

の送･受信を行なうなど,高範囲な分散処理を可能とした(図2

二参照)｡

2.2.2 特 長

(1)業務量の増加に合わせて,シングルステーションのシス

テムから,マルチワークステ【ションシステムへの拡張が可

能である｡

(2)入力方式は,文書処理,データ処理に共通なタイプライ

タ配列キーボード(WP兼用タイプ)を使用して,仮名やロー

マ字で複数文節の入力が可能な仮名漢字自動変換方式を採用

している｡

(3)文節指定人力,漢字指定入力,字単位入力(音訓),罫線

による作表機能,‾文字列探索,-一一括訂正など,豊富な入力舶

集オ幾能をもっている｡

(4)ファイル変換プログラムにより,文書処理とデータ処理

間で,ファイルを相互に利用可能である｡

2.3 T-560/20ワードプロセッサ

2.3.1 開発のねらい

T-560/20ワードプロセッサは,汎用オンライン漢字端末

(T-560/20タイプUII【)にワードプロセソシング機能を組み込

んだ端末であり,従来のWPに比べると通信機能が充実した

新Lい分野の端末として開発されたものである(図3参照)｡

文書処理機能とオンライン端末機能が共存することにより,
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1.920字

CPU管理

プログラム

CA

(+lS)
K B D

/

ユーザー

メ モリ

SCA

HT-617-11W

(WP)
K B D

1,920字

1Mバイト×2

童匂
(マスタステ…ション)

DKC

PRC

1,920字

DK

36Mバイト

漢 字

55c/s

/
PRC

注:略語説明

KBD(Key Board)
CPU(中央処理装置)
CA(Commu〔lC∂tjon Adaptor)

DKC(Diso Contro‖即)
PRC(70リンタ制御装置)

SCA(Station ControI始｢)

WP(日本語ワードプロセッシングシステム)

c/s(character/second)

漢 字

40c/s

文書処理機構

(スレ丁ブステーション1)

(WP)
K B D 文書処理機構

(スレーブステーション2)

HT-938-11

図2 L-320/Hマルチワークステーションシステム構成例 +-320/Hでの文書処理機能について.マルチワークステーションシステム構成例を示すD

文書処理端末として使用できるほか,オンライン端末として

従来どおり使用できる｡また,文書処理とオンライン機能を

結合した機能,あるいはホストコンピュータの資源,機能を

利用した高度な文書処理が可能となる｡

2.3.2 特 長

本端末の特長は次に述べるとおりである｡

(1)i英字の入力は仮名i英字変換,漢字タブレットによる入力

の2種類からi蟹沢できる｡

(2)ビデオデータタMミナル単体で,スタンドアロン形文書

処理専用機としての機能をもつ｡

CPU TC巨

注:略語説明

TCE(端末制御装置)

VDT(ビデオデータ
ターミナル)

FD(フロッピーディスク)

PR(プリンタ)

スタンドアロン形の場合

文書処至里VDT

KBD

FD

L出
F[)

○

文 書

ファイル

PR-1

PRC PR-2

文書処理用漢字PR

漢字VDT

漢字PR

クラスタ形の場合,PR-1は不要

図3 ‾ト560/20ワードプロセッサ構成 丁一560/20ワードプロセッサ

でのハードウェア構成を示す｡

(3)TCE(端末制御装置)に接続することにより,クラスタ形

汎用オンライ ン端末と Lて機能する(T-560/20タイプmと

同等機能をもつ)｡

(4)ワード70ロセソシング,オンライン端末機能の共存によ

り,作成文書中へのオンラインデータの取込み,オンライン

データへのi英字まじり文の入力が可能である｡

(5)ファイル伝送機能により,本端末作成文書,ホストコン

ピュータ作成文書の授′受や文書の大容量蓄積,再利用が可能

である｡

(6)ホストコンピュータでのより高度な編集,清書の機能を

利用できる｡

表1に本端末の概略仕様を示す｡

2.4 DEDIT/DRUNOFF

2.4.1DEDIT/DRUNOFFの機能概要

DEDIT/DRUNOFFは,VOS3 TSS(Virtualstorage

Operating System3 TiIne Sharing System)環境下で稼

動し,通達や議事録など少量で即時出力が要求される文書

から,論文や説明書など本格的な文書まで作成することがで

きる｡

DEDITは,T-560/20ⅠⅠⅠ漢字ビデオデータターミナルHT-

5425-Dllを用いて和文テキストの入力,編集(追加･削除･挿

入･移動･複写･置換･探索),保存,印刷を行なうテキスト

エディタである｡一方,DRUNOFFは,DEDITにより作成し

た文書ファイル(和‾丈テキスト)の内容を,和文テキスト中

に挿入した清書のための制御語に基づき,編集･割付け処理

を行ない,漢字出力装置(HT-5341-11,HT-5353-11端

プリンタ及びH一別72,H一別96漢字プリンタ)に清書出力する｡

図4にDEDIT/DRUNOFFの構成を示す｡

2.4.2 DED‖∵DRUNOFFの!特長

DEDIT/DRUNOFFには,次に述べるような特長がある｡

(1)テキストの入力は,片仮名又はローマ字で行ない,仮名

了英字変換機能により,仮名漢字まじり文に変換する｡入力文

字列は,文節単位の分かち書きとする(図5)｡

(2)DEDITで扱うコマンド体系がVOS3 DESP(Display

13
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仮名漢字

変換用辞書

●一般用語辞書

●ユーザー辞書

T-560/20ⅠⅠⅠ
漢字VDT

●HT-5425-Dll

l

端末漢字
プリンタ

●HT-5341-11

●HT-5353-11

V
O
S
3

T
S
S
環
境

DEDIT

DRUNOFF

→■

J
文書ファイル
(和文テキスト)

漢字プリンタ

●H-8172

●H-8196

注:略語説明

VOS3 TSS(Vlrtualstorage Op8rating System Time Sharing System)

図4 DEDIT/DRUNOFFの構成 vos3 TSS環境下で,T-56D/20ⅠIl

漢字VDTを介Lてテキストの入力を行ない,DED什で仮名漢字変換処理,和

文テキスト処理を施し,文書ファイルを作成する｡その乱 DRUNOFFで,文

書ファイル中の和文テキストの編集･割付け処理を行ない,漢字プリンタに清

書出力するr+

Editor for Structured Programming:構造化プログラミン

グ用画面エディタ),DRUNOFFの制御語体系がVOS3

RUNOFF(Runoff:英文清書プログラム)に準じている▼ため,

使用者にとって違和感がなく受け入れられる｡

(3)DEDITでは,次に示す3種の仮名漢字変換用の辞書を

サポートし,仮名漢字変換率の向上を図っている｡

(a)一般用語群書

名詞,動詞,形谷詞などの自立語から構成される仮名漢

字変換用の主辞書である｡

(b)ユーザー辞書

ユーザーごとにもつ辞書で,個別ユーザー特有の用語を

登録する｡

(C)セッション辞書

メモリ中に存在する辞書で,学習機能の対象となる｡

(4)文書中に現われる用語の穐類は限られてし､て,繰り返し

使われることが多し､｡この性質を利用した学習機能をサポ

ートLている｡すなわち,一度選択された同音異義語をセッ

ション辞書と呼ぶメモリ中に存在するテーブルに登録し,

次に同じ読みが入力されたとき,セッション辞書中の表記

を第1優先とする｡このため,使用頻度の低し､用語でも文

章中で選択し,使用されるときは,同音異義語の第1候補と

して選択される｡また,セッション辞書は,ファイルを介

LてTSSのセッション間を引き継いて利用できるので,同

一一系統の文書を作成する場合は,学習機能を有効に利用で
きる｡

(5)機能め選択やパラメータの投入のために,メニュー方式

を採用してし､るので,画面の表示内容を見ながら操作が簡単

に行なえる｡

******

000100

000200

000210

000300

000400

******

---⊥-- BEGINNING----.

く同書異義語の選択方法>

仮名漢字変換した結果,同音意義語が

発生した語は,こう き度で

表示される｡

コレハ,｢コノゴニハ,ホカニドゥオン イギゴガアッテ,イマ ヒョウジシティル ゴデ

ヨイカドゥカヲ カクニンシテ センタクスル ヒツヨウガアル+コトヲ イミシティル｡
◆‾‾‾‾＋

‾‾＋‾‾ ‾＋‾‾‾‾＋

---一一---END-
＋---------＋--

(a)テキストの入力(片仮名による文節分かち書き)

000010

000100

000110

000120

000200

000210

000300

000400

000410

000500

000(500

.U
L

<同音異義語の選択方法>

.S
P l

.B
R

仮名漢字変換した結果,同音異義語が

発生した語は,高輝度で

表示される｡

これは,｢二の語には,他に同音異義語があって,今

表示Lている語で

よいかどうかを確認して選択する必要がある+ことを

意味してし､る｡

(b)仮名漢字変換後,清書出力のための制御語(先頭がピリオドで始まる行)の入力

<同音異義語の選択方法>

仮名漢字変壊した結果,同音異義語が発生した語は,高輝度で表示される｡二れは,

｢この語には,他に同音異義語があって,今表示Lている語でよいかどうかを確認し

て選択する必要がある+ことを意味している｡

(c)清書出力結果

図5 DEDIT/DRUNOFFの実行例 仮名漢字変換の単位は▼文節単位から複数行にわたるまで,ユーザーの入力単位ごとに行なうことができる｡また,｢こ

うき度→は,一般用語辞書中に対応する漢字表記が登録されていなかったため,CORRECTコマンドにより.漢字単位に仮名漢字変換を行なった｡
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B 文書データ交換の考え方とその方式

3.1文書データ交換の考え方

オフィスでの情報処理業務の7害りは文書作成と言われてい

るが,従来の文書処理の仕事の手川貞は,次のようになっている｡

(1)資料の収集:‾文書作成に必要な資料,帳簿類を探し出す

こと｡

(2)構想とデータの加工:どのような形式の文書にするか構

想を練り,必要に応じて,帳簿,資料中の数値の州別演算,配

列の変更を行なうこと｡

(3)‾文書作成･舶集:上記(2)に従い,文章,数値などを紙面

上に配置し,体裁の整った文書に作成,i古書する｡つ この作業

グ)途中では,上=司による内容のチェックとそれに仲う帽正作

濯がある｡

(4)文書の配布･保管:作成した文書を関係部著に配布した

り,以後の参照に備えてファイルにとじ,保管すること｡

二れらの作業を総合的にサポートすることか,OAの目標

であるが,その第一歩として日本語ワードプロセッサが位祐二

づけられており,卜記(3)の作業を中心にサポートしている｡

二の古こ昧では,臼イこ語ワードフしロセッサはメモリ機能付′.=に一丁

タイプライタであるが,二のメモリ機能により,作成文吉の

部分憺正による#利鞘ができ,人きな劫火を挙げている｡L

かし,より総でナ的なOAの実現のための装甚として巧‾えると,

(1ト(4)が一貫Lて処二哩できるようになってし､る必要がある｡

(1),(2)のデータ加工及び(4)の作業は,従来のコンピュータ

処+埋では,数怖データ処理,検索処理などを含むデータ処理

として発挺してきている分野であるが,税イ【三では丈‾井処+考と

は分離Lている｡LかL,今後のWPは,デ【タ処理と文吉

処理とが融ナナし,

他デ【タ処理や,

らない｡また,

入山ノJ処雌郎と

文書作成の途中で,必一変にI応じて簡-i-ii.に数

各純データ,文書の検索かできなけjLばな

史書処胡とはイ如1J目的に応じて,データ処雌の

Lて利川できるようになっていることも求め

こJれている｡このためには,文吉データの‾交換形二ぺが′乏イ‾iテン

ステム側で文書データの息昧を解釈し,仙二｢することのでき

る構造になっていなければならなし､｡また,‾史書は本来その

中に‾文章テキスト以外に,帳票,同形,【_酬象帖報を含んでい

る｡したがって,今後のWPとLては,二れらを統合的に扱

い悶ることが必要であり､交枚形式も帳票,1ツ‖†ニラ,山懐帖報

を統ナナしたイ端近となっている必要がある｡

オフィ ス間での文書の配布法は,従来では直接千手度しする

か,垂β送するかという形式をとっていたが,史書送′受信の省

ノJ化,迅速化という点から電子郵便機能の実現が要請されて

きており,それを利用する形態に変化してい〈と考えられる｡

このとき,個々のオフィスで文吉作成編集に使用するWPは,

必ずしも同一機櫨とは限らないL,各メーカーで開発してい

るWPの拭う二丈吉形式は様々である｡この状了見で,‾文吉デー

タ交枚に際して接続機種榊Jで不‖互′変換する方J(を採れば,盤

根プログラムを多数作ることが必安となり,現実的には対処

■ィく可能である｡二れを避けるには標準の‾文書データ交換形式

を定め,二の形式を介して交換を行なう‾方式とすることが必

要である｡

以_上のことから,文書データ交換のための標準形式の与し偶

すべき要件は,

(1)文吉編集の再処理,直接出力処理が可能であること｡

(2)データ処理で意味解釈加工が可能であること｡

(3)文章に加えて,帳票,図形,画像情報を含む形式に拡張

できること｡

日本語ワードプロセッサと方式 247

(4)電子部使にも使用できること｡

の一句つにまとめることができる｡

3.2 交換方式

各椎WPシステム間あるいはホストコンピュータとWP間

の‾史書データ交換を可能とするには,技術的に大別すると,

二大の3レベルの標準化を行なう必要がある｡

(1)交換文語の内容の規定

文吉データの形式,意味を規定するもので,一夏信側で‾史書

処理,データ処玉里を問わず解釈･加工できるものである｡郵

便に例えれば,手紙の中味の形式にかかわるものである｡

(2)■文書配布の仕方グ)指ホ法

文吉の作成者と′受信者が会話的に交信しないで,情報を仁ミ

達するための方法であり,一つグ)要求で複数の′受信者に送れ

るようにする｡郵便に例えれば,封筒のあて名の形式に相当

する｡

(3)通信プロトコル

装置間の接続規約である｡郵便に例えれば,ポスト投日毎後

宅配までの郵便制度,仕j卦に相当する｡

現二在,JIS,郵政省,その他で上記各レベルの標準化のため

の検討が進められている｡この動きと前節に述べた二号え方に

基づき,まずは上記(1)のレベルの標準形式の検討を進めてい

る｡二れにより,日立製作所での4タイプのWPシステムで

作成される文書データ交換を可能にしようとしている｡文語

データの交換形式の検討に当たっては,二大の点を省一慮している｡

(a)異機種WP作成文吉の再編集が可能であること｡

(b)異機種WP作成文吉の直接出力も可能であること｡

(C)WPをデータ処理の入出力装置として使えること｡

(i) テキスト本二丈がデー一夕処理からアクセスできること｡

(ii)高品質■文書印刷の人力装置として使用できること｡

(d)オフラインの媒体交換による‾文書デ【タ交換から電子

部傾などのオンライン交換まで,適用できること｡

(e)‾文章以外に,帳票,図形,画像情報を含む形J七に拡張

できること｡

JISなどでの各レベルの標準化が決定されていない硯イf三,‾丈

詩データ交換としては,まずは喋体を介したオフライン文滞

データ‾交換がある｡その形態を図6に示す｡日_立製作所での

各レベルの標準化も,JISなどでの標準化に歩調を合わせて

検討を行ない,総合的なOAの実現を目指してゆきたいとぢ`

えている｡

【】 今後の展望

WPの今後の発腱の第1ポイントは,データ処f【暮1と史‾.1;処

押の心▲機的な融でナである｡すなわち,チータ処雌暗に必安に

応じて,文書ファイルから巾1上のデータを抽｢1-けること,畑

山テ■一夕に四則碗許などの.汁算を地すことやデータベーーースに

桁納すること,逆に,データベースかごJ検索したテ■一夕を文

吉処J理にi唆し,編集･校j[することなどの処月旦が布端に行なえ

ることである｡

また,システムによっては,

とのF娘でナも必要になる｡次に,

える文吉形態の多様化である｡

‾英文テキスト,グラフ,同形,

パーソナルコンピュータ機能

第2のポイントとしては,根

単なる和文テキストに限らず,

帳票あるいは坤j條をも含んだ

文吉の処理を可能とすることである｡帳票の表データについ

て見ると,デ〉夕べースとのやりとりが簡便に行なえること

や,必要に応じてグラフ表現に変換できることも必安である.=)

第3のポイントとしては,システムのネットワーク化である｡

これは,JISなどの文書データ交換に関する標準化と歩調を
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WP

データベース

M/+シリーズ

】

l

コンピュータ

プ｡ンタ■文書ファイル頂妾…妻儀T

C

E

Ⅰ l

ll

w｡9冒諾～(芹芋;)
○
′ヽ

WP

データベース

M/+シリーズ
コンピュータ

文書ファイル

○

拡張形

ト560/20WP

他人出力

端 末

でナわせて,システム開発を進める必要がある｡その形態とし

ては,WP間のネットワーク,校数ホストコンピュータを含

む広範囲のネットワークと多レベルが存在し(図7参照),文

書及びデータの交換機能の充実をL司る必要がある｡二れによ

り,電了･郵便機能も谷易に実現される｡

これらの発展方向に対して,現在,ホストコンピュータと

端末装置との機能配分,端末装置としての実現方式の策定及

び文書を含むデータの送受信形態の標準化を図る必要があり,

これにより,総合的なOAの実現が可能となる｡

日 結 言

現在,日立製作所で開発しているWPと機能概要,各シス

テム間の文書データ交換方式を述べるなかで,今後の方向に

ついて考察Lた｡それによれば,二れまで開発してきた文書

処理をベースに,データ処理とのよI)高次の融合を図ること,

図表,画像を含む多様な文吉形態を扱えること及び文吉･デ

16

他

コンピュータ

○

注:略語説明

M/L(HITAC M/

H汀AC L)

拡張形

L-320/H WP

拡張形

ワードパル20

図6 文書データ変換の

形態 各種ワードプロセッ

シングシステム間で.標準の

形式に基づいた文書交換の形

態の在り方を示す｡

図7 文書処理,データ

処理のネットワーク構成

の将来像 ワードプロセ

ッシング機能が,図表を含む

文書処理に拡張されるととも

にデータ処王里とも融合され,

ネットワーク構成をとること

が可能となることを示す｡

一夕‾交換機能の充実を図ることにより,オフィス業務のトー

タルな機械化の実･呪を可能とするシステムに機能拡張するこ

とか必要であると考える｡
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